
山田みやこの活動報告

令和6年1月21日(日)

栃木県DV被害者等地域支援サポーター交流会

講師 認定特定非営利活動法人ウィメンズハウスとちぎ カウンセラー藤平裕子さん

【なぜ女性は困難な問題を抱えるのか】

～女性が安心・安全に生きられない社会を考える～

1.女性への暴力と「女性支援法」

・女性への暴力は社会の問題

見えなかった様々な女性への暴力を可視化

個人的なこととされてきた女性への暴力を、社会の問題として可視化

・人権が尊重され、女性が安心して自立して暮らせる社会の実現に寄与

・66年間ほとんど改正されなかった売春防止法と婦人保護事業が女性支援法へ

2.女性が置かれている社会の状況

DV被害の実態は、被害体験のある女性 4人に1人

その内、5人に1人は「命に危険を感じたことがある」

DV専門相談機関への相談は1％以下

性被害者の多くの相談は1％以下

3.女性支援に求められる援助と視点

女性への暴力は、社会にある不平等な力関係を背景にして起きる加害・被害である。

被害者支援に大切な支援者の立ち位置と役割は、被害者が自己選択できるまでのプロセスを大切にし、

明確に被害者の立場に立つ事。

ジェンダー※の視点で捉え、暴力で奪われた力と権利を取り戻していく過程を支え、被害者の問題を

個人の問題としない。

（※ジェンダーとは「○○が男らしい女らしい」など社会や文化の中で作られた性別に対する考え方のこと）

婦人相談員に求められる基本姿勢 H27年3月婦人相談員支援指針より

・援助を担う専門職に求められる基本姿勢は、人間としての尊厳を有し、価値ある存在であり、平等で

であることを深く認識する。

・婦人保護事業が対象とする女性は、性差別が構造化されている社会の中で、性別役割分担を前提として

過重なケア役割を課され、より劣位に置かれる女性労働によって貧困にさらされていること、暴力や、

性の商品化などの被害によって尊厳を侵害されている現状に置かれていることを理解する。

また、力による支配をコントロールが、私生活のみならず、社会の中にも組み込まれていることを

見抜く目が婦人相談員には必要である。

女性であるが故に直面する困難を女性問題として捉え、被害からの回復支援を通して女性のエンパ

ワ―メント※と権利擁護を図っていくことが肝心である。

（※エンパワーメントとは、社会的に不利な状況に置かれた人々の自己実現目指し,その人のマイナス面で

はなく、長所・力・強さに着目して援助すること）



※相談員支援者の立場は被害者の立場。中立は被害を不可視化にする。
人として尊重し、安心して生きられない社会を問題視した上で、今年度、県の基本計画が策定されなけらば
ならない。
来年度から、困難な問題を抱える女性の支援対象が拡大されるため、県DV被害者等地域支援サポーターの
役割を明確化し、支援内容を充実していくべきと考える。
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